
ここのススキ草原の活力不足の究明には、土壌構造、有機物の含有量などの理化学的な測定が
必要である。おそらく藩政期からの火入れと、放牧・刈り取りの収奪に加えて、偏西風をまともに
受ける西向き地形などの複数要因があると考えられる。以上の結果から、これだけ見事に画像に
捉えられたススキ草原ではあるが、日戸茅場は優良リストからは除外することとした。
　　    
                    
         　　　　        調査方法：20ｍラインインターセクション１反復                
 ススキ株数�            株の平均径(cm)            基部被度(％)�         平均草丈(cm) 
     31                     22.3                     34.6  　　               196 

                       表２－11　日戸地域のススキ生育概況(2000.12.11)  

　②玉山牧場
  玉山牧場は日戸の茅場の分布域から尾根を挟んで、丁度その東側に位置する肉牛生産公社の
牧場である。両者のつながりは図２－７－１の画像がよく示している。牧場開設は1968年で、
385haの総面積に88haの機械開墾された採草地が含まれている。この牧場は2000年も採草利用
されたが、ススキの株が採草地の周りを縁取りするように定着している実態を牧場踏査で観察
している（写真Ｆシリーズ）。またこの様子は図２－７－１の画像でも、草地（緑色）へ繁殖の
機会を窺う黒褐色のススキラインとして映っている。
　以上の観察から、玉山牧場は日戸茅場に地続きの新茅場になりうる下地を持つ候補地と言える。
牧場には緩急斜面の草地が入り交じっており、畜産情勢の推移によっては、牧草収穫と茅場の
棲み分けも可能な今後のフィールドと考えられる。 

　③立臼・田代団地牧場群　
　下閉伊郡川井村(13牧場)は遠野市(9)、岩泉町(14)、山形村(12)、浄法寺町(10)らと共に、
県内で最も多くの公共牧場を持つ市町村の一つになっている。しかし、川井村の殆どの牧場は
飼養頭数が激減した日本短角牛の興亡と、運命を共にしてきた。このため、立臼・田代団地牧場群
（選定牛、箱石、鈴久名、片巣、田代の５牧場）などは、畜産団地としての様相を一変させつつある。
　このような団地群を現地踏査にあえて選んだ理由は、図２－８－１（立臼団地），
図２－９－１（田代団地）の解析画像にかなり有望な茅場と見られる色調を見たためである。
しかし、踏査で見たものは意外な景観であった。まず立臼団地の集団茅場と見られた色調は、
実は数年間にわたって利用せずに放置された長草型イネ科草の草地であった。これは徒長して枯死
したイネ科草の様態を、ススキと同じ波長で捉えた解析装置の誤作動である。
　また、田代団地は1996年のランドサットＴＭデータが捉えていた草地あるいはススキ発生地の
多くが、大根畑へ転換されていた。このため、これら立臼・田代団地も期待する茅場から外す
ことにした。

  今回の現地踏査は2000年の降雪前にすませるリミットがあったため、衛星画像が映し出している
その他の茅場候補地の多くが未確認のままとなった。またランドサットＴＭデータの撮影年が
少々古いことからくる誤作動の修正も課題として残された。
　
　４．省力的な茅場整備手法の試行

　１）茅葺き用茅場管理の仮説設定
　第１章ではこれまでのススキ研究は、畜産生産を目標にする内容が多かったと述べた。
そこで茅葺き促進委員会は、望ましい品質の茅葺き素材を供給する立場から、茅場維持の足がかり
となる技術的な検討をすることとした。具体的には、放置された牧草地に発生した茅場を、
長期維持管理するもくろみとして次のような仮説を設定し、その上でこれを試行することとした。　
  

「仮説」：機械開墾で造られた牧草地に発生した茅場を茅葺き用茅場に仕立てる
には、次の二つの理由から前処理が必要である。一つは放置されているススキの株
には、当年の新桿の間に、一年前の脆くなった古い桿が必ず混在している
(写真Ｆシリーズ)。また、ススキの株は独立叢生(bunch tipe)するので、地表に
占める基部被度は決して高くならない。このため、ススキの株間には有刺低木や


